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財

政

状

況財
政
状
況
の
公
表

町
の
財
政
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
毎
年
六
月
と
十
二
月

の
二
回
に
わ
た
っ
て
財
政
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
十
四
年
度
下
半
期

の
収
入
・
支
出
の
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

こ
の
財
政
状
況
の
収
入
額
及
び
支

出
額
は
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日

現
在
の
も
の
で
す
。
企
業
会
計
を
除

い
た
各
会
計
の
出
納
閉
鎖
は
五
月
三

十
一
日
で
あ
り
、
そ
の
後
に
お
い
て

決
算
が
行
わ
れ
ま
す
。

平成14年度の下半期の
財政状況をお知らせします。
内談町長 岩本秀雄

科 目 収入済額 支出済額予算額

1 . 町税 2,379,953

82,630

44,830

178,537

1

54,795

105,082

2,443,684

6,029

219,451

129,219

310,822

357,659

15,766

147

243,102

198,954

382,599

611,882

7,765,142

2,331,724

82,630

44,830

178,537

0

54,795

105,082

2,443,684

6,029

216,282

122,772

283,509

288,509

15,777

240

243,101

198,954

356,907

427,382

7,400,744

2 . 地方譲与税

3 . 利子割交付金

4 . 地方消費税交付金

5 . 特別地方消費税交付金

6 . 自動車取得税交付金

7 . 地方特例交付金

8 . 地方交付税

9 . 交通安全対策特別交付金

10. 分担金及び負担金

11. 使用料及び手数料

12. 国庫支出金

13. 県支出金

14. 財産収入

15. 寄附金

16. 繰入金

17. 繰越金

18. 諸収入

19. 町債

歳入合計

科 目 予算額

1 . 議会費 138,617

972,404

1,677,665

526,605

128,779

131,457

48,936

1,675,498

230,377

1,093,486

1

794,781

340,624

5,912

7,765,142

137,421

893,498

1,627,856

507,289

128,372

118,267

48,288

1,361,081

226,815

1,042,888

0

794,734

340,623

0

7,227,132

2 . 総務費

3 . 民生費

4 . 衛生費

5 . 労働費

6 . 農林水産業費

7 . 商工費

8 . 土木費

9 . 消防費

10. 教育費

11. 災害復旧費

12. 公債費

13. 諸支出金

14. 予備費

歳出合計

歳 入 （単位：千円) 歳 出 （単位：千円）

一般会計の予算執行状況 （平成15.3.31現在）

予
算
用
語
解
説

予
算
と
い
う
の
は
一
年
間
に
ど
れ
だ
け
収
入
が
あ
り
、
そ
れ
を

ど
う
使
う
か
計
画
を
立
て
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
例

え
る
と
、
ご
主
人
や
奥
さ
ん
が
働
い
て
得
た
お
金
が
歳
入
で
、
お

子
さ
ん
の
教
育
費
や
家
の
ロ
ー
ン
、
食
費
に
光
熱
費
な
ど
の
出
費

が
歳
出
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
予
算
は
も
ち
ろ
ん
町
長
や
町

の
職
員
が
勝
手
に
決
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
町
議
会
の

議
決
を
受
け
て
の
執
行
と
な
り
ま
す
。
町
の
予
算
は
本
来
一
本
立

て
で
あ
る
こ
と
が
好
ま
し
い
の
で
す
が
、
経
理
を
わ
か
り
や
す
く

す
る
た
め
に
次
の
二
つ
の
会
計
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
一
般
会
計
】

町
が
行
政
を
運
営
し
て
い
く
た
め
の
基
本
的
、
普
遍
的
な
経

費
で
す
。
町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
が
主
財
源
と
し
て
構
成
さ

れ
、
予
算
の
本
体
と
な
る
会
計
で
す
。

【
特
別
会
計
】

町
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
そ
の
特
定
の
歳
入
を
歳
出

に
充
て
、
一
般
会
計
と
経
理
を
区
別
す
る
た
め
、
法
律
や
条
例

に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
会
計
で
す
。
公
共
下
水
道
事
業
、
霊

園
事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
、
国
民

健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
介
護
保
険
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

◆
歳
入
科
目（
一
般
会
計
）

◎
町
税

法
律
に
基
づ
い
て
町
民
の
皆
さ
ん
や
町
内
に
事
業
所
を
持
つ
法

人
な
ど
に
納
め
て
頂
く
税
金
で
す
。
現
在
、
町
民
税
・
固
定
資
産

税
・
軽
自
動
車
税
・
町
た
ば
こ
税
、
特
別
土
地
保
有
税
、
入
湯
税
・

都
市
計
画
税
の
税
目
が
あ
り
ま
す
。

◎
地
方
譲
与
税

自
動
車
重
量
税
な
ど
を
国
税
と
し
て
徴
収
し
、
地
方
公
共
団

体
に
一
律
に（
団
体
の
財
政
状
況
に
関
係
な
く
）面
積
・
人
口
な

ど
の
客
観
的
基
準
に
よ
っ
て
配
分
さ
れ
る
お
金
で
す
。

◎
利
子
割
交
付
金

国
民
一
人
一
人
の
預
金
利
子
の
う
ち
か
ら
20
％
が
分
離
課
税

と
し
て
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
15
％
を
国
、
道
府
県
へ
2
％
、

市
町
村
へ
3
％
配
分
さ
れ
ま
す
。

財
政
状
況
の
公
表
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財

政

状

況
1,043,178

151,800

15,715

178,541

143,169

478,202

71,592

221,241

14,486

28,725

100,355

32,201

4

19,967

44

15,000

2,514,220

財政調整基金

公用、公共用施設整備基金

公共下水道事業整備基金

公共用地取得事業基金

減債基金

義務教育施設整備基金

高齢者福祉基金

土地開発基金

児童生徒国際交流教育基金

ふるさと農業環境保全基金

海と砂丘文学顕彰事業基金

国民健康保険事業財政調整基金

霊園事業財政調整基金

災害等対策基金

介護給付費準備基金

（仮称）高齢者いきいき

健康センター整備基金

会 計 名

会 計 名

一般会計 8,227,393

9,806,435公共下水道事業特別会計

残 高

公共下水道事業
特 別 会 計 1,448,789

予算額

1,211,867

収入済額

1,401,700

霊 園 事 業
特 別 会 計 23,190 23,973 18,779

土地区画整理事業
特 別 会 計 710,432 505,527 503,926

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 1,815,419 1,675,353 1,655,686

老 人 保 健
特 別 会 計 2,004,361 1,860,785 1,835,346

介 護 保 険
特 別 会 計
新 エ ネ ル ギ ー
事 業 特 別 会 計

852,047

16,624

808,148

16,587

772,648

16,528

支出済額

合 計

基金の状況
（単位：千円)

（単位：千円)

（単位：千円)

（平成15.3.31現在）

特別会計の予算執行状況（平成15.3.31現在）

町債（町の借金）の残高

一時借入金の残高

（平成15.3.31現在）

平成15年3月31日現在 100,000千円

区 分

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

703,621

681,228

97,512

194,423

予定額

689,508

665,954

88,101

195,193

執行済額

（単位：千円)
水道事業の経理（平成15.3.31現在）町の公有財産状況

保育所 学 校 公民館

土地 14千m2

建物 04千m2

土地 138千m2

建物 038千m2

その他

土地1,464千m2

建物1,443千m2

土地 18千m2

建物 09千m2

◎
地
方
消
費
税
交
付
金

消
費
税
と
し
て
徴
収
し
た
税
金
か
ら
定
め
ら
れ
た
規
定
に
基

づ
い
て
県
が
按
分
、
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

◎
自
動
車
取
得
税
交
付
金

県
か
ら
自
動
車
の
取
得
税
額
の
95
％
の
税
額
の
7
割
相
当
額

を
、
市
町
村
の
道
路
の
延
長
及
び
面
積
に
按
分
し
て
交
付
さ
れ

ま
す
。

◎
地
方
特
例
交
付
金

恒
久
減
税
な
ど
に
伴
う
地
方
自
治
体
の
収
入
減
に
対
す
る
国

か
ら
の
交
付
金
で
す
。

◎
地
方
交
付
税

国
税
の
う
ち
所
得
税
・
法
人
税
・
酒
税
・
消
費
税
及
び
、
た
ば

こ
税
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
定
割
合
の
額
を
国
が
地
方
公
共

団
体
に
交
付
す
る
お
金
。
使
途
に
制
限
が
な
く
、
ど
の
経
費
に

充
て
て
も
良
い
一
般
財
源
で
す
。

◎
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

交
通
事
故
の
激
増
に
対
処
し
、
交
通
安
全
対
策
を
推
進
す
る

施
策
の
一
環
と
し
て
、
交
通
違
反
に
よ
る
反
則
金
の
収
入
相
当

額
か
ら
事
務
手
数
料
を
控
除
し
た
額
を
市
町
村
に
お
け
る
信
号

機
・
道
路
標
識
等
、
定
め
ら
れ
た
用
途
に
充
て
る
べ
く
交
付
さ

れ
る
お
金
で
す
。

◎
分
担
金

受
益
者
負
担
金
の
一
種
。
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
行
う

建
設
事
業
等
に
つ
い
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
に
充
て
る
た
め
に

当
該
事
業
に
よ
り
特
に
利
益
を
受
け
る
者
に
対
し
て
、
そ
の
受

益
の
限
度
に
お
い
て
課
さ
れ
る
金
銭
給
付
金
で
す
。

◎
繰
入
金

基
金
か
ら
一
般
会
計
へ
の
取
崩
し
金
で
す
。

◎
繰
越
金

前
年
度
の
歳
入
歳
出
の
差
額
を
翌
年
に
計
上
し
た
も
の
で

す
。

◆
歳
出
科
目（
一
般
会
計
）

そ
の
内
容
に
よ
り
目
的
別
に
分
類
さ
れ
、
議
会
費
・
総
務

費
・
民
生
費
・
衛
生
費
・
労
働
費
な
ど
の
項
目
に
分
類
さ
れ
ま

す
。
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凧

の

祭

典

◇日本の凧の会国際凧上げ大会グランプリ
グランプリ
三州須美区凧の会（愛知県）

◇スポーツカイト日本海チャレンジ
チームバレエ
第一位 MIX
第二位 酔天狗
第三位 FLAT8
個人バレエ
第一位 立間 文章
第二位 溝手 学
第三位 坂根 秀
クワッド個人バレエ
第一位 白畠 徹
第二位 宮田 陽子
第三位 村山 堅
ノービス個人規定
第一位 内堀 康秀
第二位 宮本 紀美恵
第三位 戸田 信

◇特別賞
内談町長特別賞
内談砂丘向粟崎凧の会
日本の凧の会会長特別賞
ウインドラブ（徳島県）
日本の凧の会特別賞
松任郷チーム
石川テレビ放送特別賞
八日市大凧会館八日市凧保存会（滋賀県)
AKA会長特別賞
夢遊凧の会（石川県）
日本海内談砂丘の凧の会会長特別賞
日本の凧の会富山県支部
内談ライオンズクラブ会長特別賞
旭ヶ丘公民館

◇内談凧コンテストの部
優 勝 向粟崎公民館
第二位 向陽台公民館
第三位 千鳥台公民館

◇子ども凧チーム部門
優 勝 向粟崎小学校
第二位 大門町立大門小学校（富山県）
第三位 内談中学校

◇子ども凧個人部門
内談凧名人賞
浜田 昌利（向粟崎小）
小山 実花（羽咋小）
西村 美紗（清湖小）
木村 春名（誠美幼稚園）
内談凧博士賞
木村 謙介（向粟崎小）
宮野 幸穂（安原小)
みやざわ こうさく（上田東小）
河しま くるみ（粟崎小）

内談凧ドリームカイト賞
赤坂 育美（向粟崎小)
山根 里奈（友渕小)
宮野 翔伍（安原小）
木村 優輔（向粟崎小）
三谷 彩加（向粟崎小）

十五回目をむかえる世界の凧
の祭典が、今年も盛大に開催

されました。
三日のレセプションでは海外の

方々、全国各地の方々、そして町内
の凧愛好者が一堂に集い、語らい、
和やかな雰囲気の中で親睦を深めま
した。
四日の本大会は朝から抜けるよう
な青空となりました。海から吹きつ
ける良質の風に人々の様々な思いを
乗せた凧が舞い上がりました。
そして今年度の目玉、巨大なエイ
のかたちをした380畳の世界一の大
凧も見事に舞い上がりました。
総勢二千三百余名が参加し、天候
にも恵まれた今年の凧の祭典。実に
多くの見物客が内談海岸を訪れ、そ
れぞれに胸おどらせる一日を満喫し
ている様子でした。

第

第15回 世界の凧の祭典2003第15回 世界の凧の祭典2003◯ 成績結果 ◯
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ア
カ
シ
ア
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
祭

「
第
21
回
内
談
町
美
術

展
・
第
12
回
ジ
ュ
ニ
ア

美
術
展
」の
開
催

町
の
芸
術
家
が
一
堂
に
作
品
展

示
。
チ
ビ
ッ
コ
芸
術
家
た
ち
も
た

く
さ
ん
参
加
し
て
ま
す
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
▼

6
月
8
日
（日）
〜
15
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

（
初
日
の
み
午
前
11
時
〜
）

開
催
場
所
▼
内
談
町
役
場

1
階

町
民
ホ
ー
ル

6
階

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催
▼
内
談
町
文
化
協
会

＊
華
道
協
会
も
会
場
各
所
に
お
い

て「
生
け
花
」（
大
作
数
点
）を
展
示

し
美
術
展
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

内
談
和
太
鼓
ど
ん
ど
こ
祭

開
催
日
時
▼
6
月
29
日
（日）

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

会
場
▼
内
談
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

主
催
▼
内
談
和
太
鼓
協
会

共
催
▼
内
談
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課

出
演
▼
内
談
和
太
鼓
協
会

体
験
事
業
参
加
者

招
待
団
体

潟
乃
太
鼓

柿
木
太
鼓

薫風爽やかな5月18日（日）、内談町
文化協会主催のアカシアロマンチック
祭が林帯遊歩道で行われました。
将棋・囲碁にチャレンジをしたり、

茶碗づくりや、書道、生け花体験。
また、神社を舞台に謡曲が披露され、
小径のわきではマリンバを聞きなが
ら、ちょっと一休み。
また、恐竜公園ステージで、威勢よ
く「ドン・ドン・ドン」と太鼓がうたれ、
声高く歌い、踊り、古風な響きの大正
琴などが盛大に繰り広げられ、公園に
遊びに来ていた家族や子どもたちと楽
しく午後のひとときを過ごしました。
アカシアの花も私たちの祭に顔を覗
かせ、ほのかな香りがアカシアトンネ
ルの中を駆け巡り、来る人々を迎えて
くれました。
この日は、アカシアの香りと文化に
ふれた一日となりました。

――この道はいつか来た道
ああそうだよ
あかしやの花が咲いてる

アカシアロマンチック祭に来てくだ
さった皆さん、「どうもありがとうご
ざいました。」
また、文化協会の皆さん、「ごくろ
うさまでした。」



平成14年11月1日以降に
下記12のすべてに該当する方

1発熱、咳、呼吸困難の1つ以上症状
がある方

2発症前10日以内にSARSの発生が
報告されている地域を旅行した方、
SARSの患者を看護若しくは介護
していた方、SARS患者と同居して
いた方又はSARS患者の気道分泌
物若しくは体液に触れた方

※県が定めた「SARS要注意例」の症例定義です。
随時更新されます。
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S
A
R
S
に
つ
い
て

す
べ
て
の
感
染
症
が
予
防
で
き
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
左
記
の
こ
と

に
注
意
し
て
日
頃
か
ら
感
染
予
防
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

1
日
頃
か
ら
暴
飲
暴
食
を
避
け
、
十
分

な
栄
養
と
睡
眠
を
と
り
、
規
則
正
し
い

生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。

2
外
出
か
ら
帰
っ
た
と
き
は
、
う
が
い

と
手
洗
い
を
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

3
食
事
を
作
る
前
や
食
べ
る
前
に
は
必

ず
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

4
生
も
の
な
ど
は
で
き
る
だ
け
新
鮮
な

も
の
を
買
う
よ
う
に
し
、
持
ち
帰
っ
た

ら
す
ぐ
冷
蔵
庫
に
保
管
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

5
肉
や
レ
バ
ー
は
表
面
を
十
分
に
加
熱

し
ま
し
ょ
う（
ハ
ン
バ
ー
グ

類
は
中
心
ま
で
加
熱
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
）。

6
ト
イ
レ
の
後
や
オ

ム
ツ
を
処
理
し
た

後
は
必
ず
手
洗
い

を
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
症
の
予
防
方
法
は
？

最近、香港・中国・台湾などで、原因不明で重
篤な急性呼吸器感染症が流行しています。
左記に該当する方は、

受診される前に、必ず最寄りの
保健所へ連絡してください！
感染症対応が可能な病院で受診できるよう、保健

所でお世話いたします（土日祝日も対応できる体制
となっております）。
また、県内各保健所では重症急性呼吸器症候群

（SARS）に関する相談窓口を開設しています。必要
な方は最寄りの保健所の相談窓口へご相談ください。

相談窓口 石川中央保健福祉センター
1275―2250

S
A
R
S
の
主
な
症
状
は
、
38
℃
以
上
の
高
熱
と
、

た
ん
を
伴
わ
な
い
せ
き
や
呼
吸
困
難
と
い
っ
た
呼

吸
器
症
状
で
す
。他
の
症
状
と
し
て
、頭
痛
、筋
肉
の

こ
わ
ば
り
、食
欲
不
振
、全
身
倦
怠
感
、意
識
混
濁
、

発
疹
、下
痢
な
ど
が
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

発
症
後
約
1
週
間
ほ
ど
で
そ
の
多
く
は
改
善
し

ま
す
が
、重
症
化
す
る
と
死
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま

す（
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
が
全
体
で
14
〜
15
％
程

度
と
推
定
。高
齢
者
ほ
ど
高
い
）。S
A
R
S
は
世
界

各
地
で
広
ま
っ
て
お
り
、W
H
O（
世
界
保
健
機
構
）

で
は
世
界
共
通
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、厚
生
労
働

省
で
は
S
A
R
S
を「
新
感
染
症
」の
取
り
扱
い
が

可
能
と
し
、「
指
定
感
染
症
」に
指
定
す
る
方
針
で
す
。

現
在
、S
A
R
S
の
患
者
の
多
く
は
、S
A
R
S

患
者
に
医
療
行
為
を
行
っ
た
病
院
ス
タ
ッ
フ
や
患

者
と
接
触
の
あ
っ
た
家
族
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

感
染
し
た
人
の
飛
沫
や
体
液
・
分
泌
物
に
接
触
す
る

よ
う
な
半
径
1
メ
ー
ト
ル
以
内
で
過
ご
す
と
い
っ

た
濃
厚
な
接
触
で
感
染
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。一
部
排
泄
物
か
ら
の
感
染
、あ
る
い
は
1
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
飛
沫
核
感
染（
空
気
感
染
）の
可
能

性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

多
く
は
感
染
者
と
の
近
い
距
離
で
の

接
触
で
う
つ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

急
な
発
熱
、た
ん
を
伴
わ
な
い
せ
き
や

呼
吸
困
難
が
主
な
症
状
で
す
。

S
A
R
S（
サ
ー
ズ
）は

ど
ん
な
病
気
で
す
か
？

S
A
R
S
は
ど
の
よ
う
に
し
て

う
つ
る
の
で
す
か
？

とは？（平成15年5月上旬の知見による） 
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臨
時
議
会
＆
入
札
情
報

◎
予
算
に
関
す
る
議
案

○
平
成
十
四
年
度
内
談
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
七
号
）

補
正
額

△
3，
6
6
4
千
円

補
正
後
総
額
7，
4
3
4，
4
0
6
千
円

・
各
種
事
業
の
完
了
に
伴
う
減
額
補

正
、
地
方
債
の
変
更
、
繰
越
明
許
費

の
追
加
及
び
変
更

○
平
成
十
四
年
度
内
談
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）

・
財
政
安
定
化
基
金
交
付
金
の
追
加

及
び
国
庫
補
助
金
等
の
減
額
補
正
、

地
方
債
の
変
更

◎
条
例
の
改
正
に
関
す
る
議
案

○
内
談
町
税
条
例
の
一
部
改
正

・
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
う
各
種

町
税
に
係
る
所
要
の
改
正

○
内
談
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

・
退
職
者
等
に
係
る
一
部
負
担
金
の

割
合
を
健
康
保
険
法
等
の
改
正
に
よ

り
2
割
か
ら
3
割
に
改
正

○
内
談
町
監
査
委
員
の
選
任

・
議
会
選
出
監
査
委
員
に
南
守
雄
氏

を
選
任

第
一
回
内
談
町
議
会
臨
時
会

平
成
十
五
年

提
出
議
案

第
一
回
内
談
町
議
会
臨
時
会
が
五
月
十
三
日
に
開
か
れ
、
慎
重
審

議
の
結
果
す
べ
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
投
票
に
よ
る
選
挙
の
結
果
、
次
の
両
氏
が
新
た
に
正
副
議

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認
に

関
す
る
議
案

人
事
案
件
に
関
す
る

議
案

１ 4月14日 海岸清掃委託業務（その1） 氷見山産業 1,575,000
２ 4月14日 海浜通行路整備工事 氷見山産業 2,404,500
３ 4月14日 海浜駐車場整備工事 氷見山産業 2,446,500
4 4月24日 VPNルータ購入業務 北国インテックサービス㈱ 2,116,800
5 4月24日 コンピュータ保守点検委託業務 三谷産業㈱情報システム事業部 1,050,000
6 4月24日 新グループウェア導入業務 三谷産業㈱情報システム事業部 1,260,000
7 4月24日 平成15年度水質汚泥分析委託業務 ㈱大和環境分析センター 3,727,500
8 4月24日 内談町役場庁舎清掃委託業務 ㈱アイビックス北陸 3,990,000
9 4月24日 内談町役場庁舎環境衛生委託業務 ㈱アイビックス北陸 1,764,000
10 4月24日 広報うちなだ印刷業務 カンダ印刷㈱ 7,368,900
11 5月18日 内談町霊園管理委託業務 ㈲茶谷造園 3,570,000
12 5月18日 河北斎場庭園樹木等管理委託業務 丸銭造園土木 1,732,500
13 5月18日 内談町浄化センター芝管理委託業務 ㈲グリーンヤマダ 1,417,500
14 5月18日 石綿セメント管更新工事設計委託業務 ㈱共同設計 2,310,000
15 5月18日 内談北部地区土地区画整理事業内上水道管布設工事設計委託業務 日本海コンサルタント㈱ 3,150,000
16 5月18日 向陽台浄水場浄水処理調査委託業務 ㈱東洋設計 1,890,000
17 5月18日 宮坂公民館建設に伴う基本調査業務 ㈱アイエス建築設計事務所 1,113,000

18 5月18日 霊園造成工事（その1） 中居建設㈱ 29,085,000 29,589,000
19 5月18日 霊園造成工事（その2） スガウエ建設㈱ 14,450,100 20,634,000

番号 入札月日 入 札 名 落 札 業 者 契約金額（税込み） 予定価格（税込み）

番号 入札月日 入 札 名 落 札 業 者
平成15年度入札契約一覧（100万円以上）

契約金額（税込み）

内談町では、公正な入札・契約を推進するため、入札予定価格の事前公表を昨年度から試行しています。試行の対象は予定価格500万円以上の建設工事です。

（予定価格試行対象工事）

（単位：円）

内談町議会議長

中川
なかがわ

達
すすむ

氏

内談町議会副議長

八田
は っ た

外茂男
と も お

氏

町
議
四
期
、
文
教
福
祉
常
任
委
員

長
、
議
会
広
報
対
策
特
別
委
員
長
、

議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長
、
産
業

建
設
常
任
副
委
員
長
等
を
歴
任
。

町
議
四
期
、
副
議
長
職
を
は
じ
め
、

開
発
特
別
委
員
長
、
決
算
特
別
委
員

長
、
総
務
常
任
委
員
長
、
産
業
建
設

常
任
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
長
等

を
歴
任
。

内談町議会選出監査委員

南
みなみ

守
もり

雄
お

氏
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図
書

館
情

報

図
書
館
情
報

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書
の
所
蔵
や

予
約
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
も
、
図
書
館
の
蔵
書
が
検
索
で

き
ま
す
。

1
２
８
６
―

１
９
３
０

FAX
２
８
６
―

１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

こ
の
絵
本

え
ほ
ん

が
好す

き
！

平
成

へ
い
せ
い

十
五
年
版

ね
ん
ば
ん

別
冊

べ
っ
さ
つ

太
陽

た
い
よ
う

編
集
部

へ
ん
し
ゅ
う
ぶ

日
常
生
活

に
ち
じ
ょ
う
せ
い
か
つ

に
哲
学

て
つ
が
く

は
必
要

ひ
つ
よ
う

だ
三み

浦う
ら

朱
門

し
ゅ
も
ん

サ
ラ
イ
の
京
都

き
ょ
う
と

サ
ラ
イ
編
集
部

へ
ん
し
ゅ
う
ぶ

日
本
が
犯お

か

し
た
七
つ
の
大
罪

た
い
ざ
い櫻

さ
く
ら

井い

よ
し
こ

東
京

と
う
き
ょ
う

の
窓ま

ど

か
ら
日
本
を

石
原

い
し
は
ら

慎
太
郎

し
ん
た
ろ
う

漢
方

か
ん
ぽ
う

美
人

び

じ

ん

講
座

こ

う

ざ

幸こ
う

井い

俊
高

と
し
た
か

テ
レ
ビ
の
21
世
紀

せ

い

き

岡
村

お
か
む
ら

黎
明

れ
い
め
い

秀ひ
で

さ
ん
へ
。

松ま
つ

井い

昌ま
さ

雄お

わ
が
家や

の
夕ゆ

う

め
し

池
波
正
太
郎

い
け
な
み
し
ょ
う
た
ろ
う

男お
と
こ
の
詩
集

し
し
ゅ
う

童ど
う

門も
ん

冬ふ
ゆ

二じ

人
形

に
ん
ぎ
ょ
う

を
捨す

て
る

藤
堂

と
う
ど
う

志
津
子

し

づ

こ

秋あ
き

に
墓
標

ぼ
ひ
ょ
う

を

大
沢

お
お
さ
わ

在
昌

あ
り
ま
さ

年
下

と
し
し
た

の
男

お
と
こ

内
舘

う
ち
だ
て

牧
子

ま

き

こ

管
仲

か
ん
ち
ゅ
う

上
・
下

宮
城
谷

み
や
ぎ
だ
に

昌
光

ま
さ
み
つ

緩ゆ
る

や
か
な
反
転

は
ん
て
ん

新に
い

津つ

き
よ
み

時と
き

の
流な

が

れ
の
な
か
で

西に
し

敏
明

と
し
あ
き

●『
鉄
腕
ア
ト
ム
の
ロ
ボ
ッ
ト
学
』

福
田

敏
男

著

我
々
は
ア
ト
ム
の
誕
生
に
立
ち
会
え
る
か
？
　
時

を
超
え
て
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
手
塚

治
虫
作
品
、
鉄
腕
ア
ト
ム
。
現
在
、
彼
が
描
い
た
未

来
が
現
実
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
…
…
。

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本

●『
こ
れ
以
上
や
さ
し
く
書
け
な
い
経
済
の
し
く
み
』

石
川

秀
樹

著

そ
も
そ
も「
景
気
」っ
て
ナ
ニ
？
　
日
本
の
財
政

破
綻
の
シ
ナ
リ
オ
と
は
？
　
経
済
の
仕
組
み
を
全

体
の
流
れ
を
大
切
に
し
な
が
ら「
図
解
」で
わ
か
り

や
す
く
解
説
。
経
済
を
考
え
る
視
点
が
身
に
つ
く
。

●『
深
川
し
ぐ
れ
河
岸
』

早
乙
女

貢

著

硬
骨
の
直
木
賞
作
家
が
、
円
熟
の
筆
で
江
戸
深
川

浅
草
の
女
を
肌
細
や
か
に
描
い
た
秀
作
時
代
小
説
。

女
た
ち
の
残
り
香
が
、
水
辺
を
ほ
の
か
に
漂
う
。「
小

説
新
潮
」掲
載
作
品
に
書
き
下
ろ
し
を
追
加
。
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消
防

だ
よ

り

火災・救急・救助は

119番

火災等情報案内

286－1999

郡
内
三
消
防
本
部
で
大

規
模
救
急
･
救
助
合
同

訓
練
実
施

去
る
四
月
十
七
日（
木
）河
北
郡
内

三
消
防
本
部（
河
北
広
域
消
防
事
務

組
合
消
防
本
部
・
津
幡
町
消
防
本

部
・
内
談
町
消
防
本
部
）、
金
沢
医
科

大
学
病
院
、
河
北
郡
医
師
会
等
が
参

加
し
て
、
大
規
模
救
急
救
助
合
同
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
湖
北
地
内（
宇
ノ
気
町
）

を
走
行
中
の
大
型
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

車
が
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
を
誤
り
対
向

し
て
き
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
・
普
通
乗

用
車
に
次
々
と
衝
突
し
た
も
の
で
、

多
数
の
怪
我
人
が
発
生
し
、
大
型
タ

ン
ク
ロ
ー
リ
ー
車
か
ら
危
険
物
の
漏

洩
、
普
通
乗
用
車
の
運
転
手
が
車
内

に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
状
態
で
あ
る
と

の
想
定
で
指
揮
車
、
ポ
ン
プ
車
、
救

助
工
作
車
、
救
急
車
等
の
車
両
が
出

動
し
、
人
命
救
助
、
火
災
の
警
戒
に

あ
た
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
職
員
・
関
係
者
は
、
本

番
さ
な
が
ら
の
緊
迫
感
の
中
で
、
真

剣
な
面
持
ち
で
訓
練
に
取
り
組
み
、

十
分
な
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
更
に
訓
練
を
重
ね
、
各

種
災
害
に
対
応
出
来
る
よ
う
、
関
係

機
関
が
一
体
と
な
っ
て
連
絡
・
連
携

体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
の
重
要
性

を
再
確
認
し
、
訓
練
を
終
了
し
ま
し

た
。

危
険
物
安
全
週
間
実
施

六
月
八
日（
日
）〜
六
月
十
四
日（
土
）

「
危
険
物

無
事
故
の
主
役
は

あ
な
た
で
す
」

ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・
軽
油
等
の
石

油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
物
は
、

自
動
車
や
暖
房
器
具
等
の
燃
料
と
し

て
広
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
私
達
の

生
活
に
は
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
存

在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
危
険
物
は
、
日
頃
何
気

な
く
使
っ
て
い
ま
す
が
、
一
つ
取
扱

い
方
法
を
誤
る
と
火
災
等
の
大
き
な

事
故
に
つ
な
が
り
、
私
達
の
生
命
･

財
産
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
今
一
度
危
険
物
の
恐
ろ
し
さ
を

再
認
識
し
、
安
全
か
つ
適
切
な
取
扱

い
を
心
が
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。石

川
県
消
防
救
助

技
術
訓
練
開
催

六
月
十
日（
火
）午
前
十
時
か
ら
、

金
沢
市
東
蚊
爪
町
の
石
川
県
消
防
学

校
で
石
川
県
消
防
救
助
技
術
訓
練
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

県
内
十
二
消
防
本
部
か
ら
選
抜
さ

れ
た
救
助
隊
員
が
日
頃
の
救
助
訓
練

で
鍛
え
た
精
神
･
成
果
･
技
を
競
い

合
う
も
の
で
、
内
談
町
消
防
本
部
か

ら
は
七
名
の
救
助
隊
員
が
、
ロ
ー
プ

ブ
リ
ッ
ジ
救
出
、
ほ
ふ
く
救
出
、
は

し
ご
登
は
ん
等
の
種
目
に
出
場
し
ま

す
。大

会
当
日
は
、
一
般
の
方
の
見
学

も
出
来
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の

暖
か
い
声
援
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。河

北
郡
消
防
団

連
合
訓
練
開
催

六
月
十
五
日（
日
）津
幡
町
の
石
川

県
津
幡
簡
易
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
、
午
前
七
時
か
ら
河
北
郡
消
防
団

連
合
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

内
談
町
か
ら
は
四
台
の
ポ
ン
プ
車

と
八
九
名
の
消
防
団
員
が
参
加
し
、

迅
速
･
確
実
･
安
全
性
を
競
う
ポ
ン

プ
車
操
法
･
規
律
節
度
等
を
審
査
す

る
小
隊
訓
練
等
、
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
競
い
ま
す
。

団
員
は
、
上
位
入
賞
を
目
指
し
、

五
月
上
旬
か
ら
毎
朝
訓
練
に
励
ん
で

お
り
ま
す
。

訓
練
当
日
は
、
一
般
の
方
の
見
学

も
出
来
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の

暖
か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

◎
図
書
館
の
日
曜
日
の
開
館
時

間
を
変
更

日
曜
日
は
、
こ
れ
ま
で
午
前
九
時

〜
午
後
五
時
ま
で
開
館
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
七
月
一
日（
火
）か
ら
、
平

日
と
同
じ
く
午
前
十
時
〜
午
後
六
時

ま
で
と
な
り
ま
す
。

◎
土
曜
お
話
し
会

毎
月
第
2
土
曜
日
に
、
お
話
し
会

を
し
て
い
ま
す
。

6
月
は
14
日（
土
）で
す
。

時

間
▼
10
時
30
分

場

所
▼
文
化
会
館
1
階
和
室



5
月
13
日（
火
）向
粟
崎
小
学
校
に
お
い
て
、
学
校
給
食

試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
年
生
の
児
童
と
そ
の
保

護
者
の
方
々
が
体
育
館
で
一
緒
に
給
食
を
味
わ
い
、
栄

養
価
の
こ
と
や
食
に
関
す
る
知
識
を
深
め
ま
し
た
。
当

日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
ハ
ッ
シ
ュ
ド
ビ
ー
フ
、
バ
タ
ー
ラ
イ
ス
、

ペ
イ
ザ
ン
ヌ
ス
ー
プ
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
エ
ッ
グ
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
で
し
た
。
ど
う
で
す
？

給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
も
ず
い
ぶ

ん
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

実
は
私

も
試
食
さ
せ
て
頂
い
た
の
で
す
が
、

メ
ニ
ュ
ー
は
変
わ
っ
て
も
懐
か

し
い
味
が
し
て
感
動
し
ま
し

た
。 5

月
10
日（
土
）町
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
内
談
砂
丘

文
芸
ス
ク
ー
ル
第
2
期
生
入
校
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
の
鑑
賞
コ
ー
ス
･
創
作
コ
ー
ス
に
加
え
、
今
期

よ
り
新
た
に
創
作
専
門
コ
ー
ス
を
設
け
、
内
談
町
内
外

か
ら
合
わ
せ
て
103
名
の
受
講
生
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
入
校
式
で
は
、
松
野
長
義
教
育
長
と
森
井
道

男
内
談
砂
丘
文
芸
ス
ク
ー
ル
運
営
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、

各
コ
ー
ス
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
入
校
式

終
了
後
、
詩
人
で
あ
り
評
論
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
松

永
伍
一
先
生
が「
生
き
る
こ
と
、
書
く
こ
と
」を
テ
ー
マ

に
、
特
別
記
念
講
演
を
し
、
受
講
生
に
対
し
、「
言
葉
の

値
打
ち
を
確
認
し
、
自
分
の
匂
い
が
伝
わ
る
作
品
を
書

い
て
く
だ
さ
い
」と
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。
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た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。

灘
砂
丘
文
芸
ス
ク
ー
ル

第
2
期
生
入
校

内

4
月
24
日（
木
）、
郵
便
優
良
外
務
員
感
謝

状
交
付
式
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
、
永
年
に
わ

た
り
郵
便
外
務
作
業
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
粟

崎
郵
便
局
の
職
員
、
新
川
勝

に
い
か
わ
ま
さ
る

さ
ん
に
町
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

新
川
さ
ん
は
、
勤
続
二
十
五
年
の
ベ
テ
ラ

ン
外
務
員
で
、
お
客
さ
ん
と
直
接
対
面
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
と
し
、「
お
つ
か
れ
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
」な
ど
と
お
客
さ
ん
か
ら
声
を

か
け
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
の
喜
び
だ
そ
う

で
す
。
み
な
さ
ん
も
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち

を
、
言
葉
に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

川
勝
さ
ん
に

感
謝
状

新

今
年
の
広
報
う
ち
な
だ
2
、
3
、
4
月
号
に
わ
た

っ
て「
昔
な
つ
か
し
い
家
具
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」と

い
う
記
事
を
載
せ
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
夕
陽
ヶ
丘
苑
の
一

角
に
す
ば
ら
し
い
家
具
が
揃
い
ま
し
た
。
施
設
利
用

者
の
方
々
に
も
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
家
具
を
譲

っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
ま
た
問
い
合
わ
せ
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
に
は
本
当
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

様
の
善
意
に

感
謝
！

皆

い
し
い
給
食
に
舌
鼓

お
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た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

勤
続
20
年

緑
台
地
区
隊
副
隊
長

沖
野
幸
作

勤
続
22
年

宮
坂
地
区
隊
隊
員当

麻
栄
三

勤
続
17
年

鶴
ヶ
丘
第
3
地
区
隊
隊
員

米
田
昭
夫

勤
続
9
年

大
根
布
地
区
隊
隊
員

上
出
俊
一

内
談
町
防
犯
と
交
通
安
全
推
進
隊
功
労

推
進
隊
員「
30
年
以
上
」

鶴
ヶ
丘
第
3
地
区
隊
副
隊
長

松
崎
博
二

内
談
町
防
犯
と
交
通
安
全
推
進
隊
功
労

推
進
隊
員「
20
年
以
上
」

ア
カ
シ
ア
地
区
隊
班
長

喜
多
守
夫

西
荒
屋
地
区
隊
隊
員

野
口

守

内
談
町
防
犯
と
交
通
安
全
推
進
隊
功
労

推
進
隊
員「
15
年
以
上
」

千
鳥
台
地
区
隊
副
隊
長

米
澤
正
雄

鶴
ヶ
丘
第
1
地
区
隊
隊
員

西
山
康
明

鶴
ヶ
丘
第
1
地
区
隊
隊
員

井
村
富
雄

大
清
台
地
区
隊
隊
員

小
竹

純

宮
坂
地
区
隊
隊
員

坪
内

勇

内
談
町
防
犯
と
交
通
安
全
推
進
隊
功
労

推
進
隊
員「
10
年
以
上
」

鶴
ヶ
丘
第
1
地
区
隊
隊
員

山
上
政
夫

鶴
ヶ
丘
第
2
地
区
隊
隊
員

田
中
正
敏

鶴
ヶ
丘
第
3
地
区
隊
班
長

南
登
茂
吉

大
根
布
地
区
隊
隊
員

中
山
一
和

大
根
布
地
区
隊
隊
員

本
出
裕
武

大
学
地
区
隊
隊
長

上
出
政
利

大
学
地
区
隊
副
隊
長

丸
一
裕
夫

大
学
地
区
隊
班
長

今
村

守

大
学
地
区
隊
隊
員

長
田

学

大
学
地
区
隊
隊
員

下
出

明

宮
坂
地
区
隊
副
隊
長

安
宅
信
恵

室
地
区
隊
班
長

須
崎
卓
己

内
談
町
防
犯
と
交
通
安
全
推
進
隊
優
良

推
進
隊
員「
4
年
以
上
勤
続
者
」

鶴
ヶ
丘
第
1
地
区
隊
隊
員

西
山
順
二

優
良
自
動
車
運
転
者
表
彰

･
緑
台

米
田
勉

･
向
陽
台

橋
本

理
恵
･
大
根
布

笠
間
陽

･
鶴
ヶ
丘

秋
田
恭
子

･
白
帆
台

山
野
満

･

大
根
布

泉
光
雄

･
鶴
ヶ
丘

畠
山

光
久

･
千
鳥
台

寺
田
信
市

河
北
郡
街
頭
交
通
推
進
隊

感
謝
状

北
川
泰

米
田
勝

三
崎
清
孝

沖
野

幸
作

当
麻
栄
三

永
年
勤
続
表
彰

30
年

鶴
ヶ
丘
第
3
地
区
隊
副
隊
長

松
崎
博
二

20
年

ア
カ
シ
ア
地
区
隊
班
長喜

多
守
夫

西
荒
屋
地
区
隊
隊
員

野
口

守

優
良
隊
員
表
彰

向
粟
崎
地
区
隊
隊
員

根
来
徳
市

旭
ヶ
丘
地
区
隊
副
隊
長

荒
俣
長
憲

平
成
15
年
4
月
に
満
百
歳
を
め
で
た
く

迎
え
た
生
田
そ
と
さ
ん
に
岩
本
町
長
よ
り

祝
金
と
記
念
品（
肖
像
画
）の
贈
呈
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
と
さ
ん
は
、
明
治
36
年
4
月
生
れ
で
、

毎
日
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
お
り
、
長
寿
の

お
祝
い
に
対
し
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
上
寿
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。な

お
、
平
成
3
年
に
内
談
町
長
寿
祝
金

条
例
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
、
7
人
目
と
な

り
ま
し
た
。

100
歳

生
田
そ
と
さ
ん

祝 5
月
21
日（
水
）鶴
ヶ
丘
小
学
校
の
五
、

六
年
生
が
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
裏
の
田
ん
ぼ

で
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
田
植
え
体
験
は
高
道
さ
ん（
鶴
ヶ
丘

在
住
）の
指
導
の
も
と
毎
年
行
わ
れ
て
お

り
、
鶴
ヶ
丘
小
学
校
で
も
う
十
年
以
上
続

け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
ど
ろ
ん
こ
体

験
に
児
童
ら
は
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。
児

童
ら
は
体
験
す
る
こ
と
で
し
か
得
ら
れ
な

い
貴
重
な
も
の
を
得
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
後
は
草
取
り
な
ど
を
行
い
大
切
に
育

て
、
稲
刈
り
や
脱
穀
な
ど
一
通
り
の
お
米

作
り
の
過
程
を
体
験
し
ま
す
。

は
し
ゃ
ぎ
の

田
植
え
体
験

大

5
月
11
日（
日
）に
内
談
町
文
化
会
館
で

内
談
町
防
犯
と
交
通
安
全
推
進
隊
の
観
閲

式
が
、
高
松
町
で
河
北
郡
街
頭
交
通
推
進

隊
の
観
閲
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
席
上
、
多
年
に
わ
た
り
隊
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
た
方
々
と
優
良
自
動
車

運
転
者
の
皆
様
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
15
年
度
表
彰
者

内
談
町
防
犯
と
交
通
安
全
推
進
隊「
退
隊

者
感
謝
状
」

勤
続
19
年

本
部
隊
長

北
川

泰

勤
続
34
年

向
粟
崎
地
区
隊
隊
員米田

勝

勤
続
21
年

鶴
ヶ
丘
第
3
地
区
隊
班
長

三
崎
清
孝

犯
と
交
通
安
全

推
進
隊
観
閲
式

防

内
談
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

1
２
８
６
│
６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
談
町
役
場
総
務
課
広
報
担
当

FAX
２
８
６
│
０
６
１
７



「外国人と触れ合いたい。英語、日本語、色々な言語でお話しし

たい。夏休みに何か楽しいことをしたい。」と思ったことがあ

る人はこれが大チャンス！

石川県を舞台に日本で学ぶ外国人留学生と県民とのふれあ

いのためのジャパンテントが今年も次の日程で開催されます。

人が国境を越えて集い、心を開いて語り合い、21世紀の夢や

希望、そして日本の文化や社会、生活などを肌で感じてもらう

ことを目的に、県内各市町村を舞台に繰り広げられるものです。

内談町では、ジャパンテントに参加する外国人留学生のお

世話をしていただくホストファミリーを募集しています。

ホームステイ期間：8月5日(火)～8月8日(金) 3泊4日

募集家庭数：16家庭

応募期限：6月18日(水)

応募･問い合せ 内談町教育委員会 生涯学習課

電話286-6716 FAX286-6714

＊留学生はほとんど日本語が話せますので、言葉の心配はい

りません。初めての方でも気軽に参加してください。
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国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー

去年は楽しかった！
地びき網をしたり、凧作りをしたり、海で泳いだり、
美味しい物を食べたり、うちなだの集い…最高！

5
月
19
日（
月
）午
前
十
時
か
ら
約
一
時
間
に
わ
た
り
、

サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
付
近
に
て
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
岩
本
町
長
と
と
も
に
内
談
町

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

「
気
ぃ
つ
け
て
運
転
し
て
ね
」と
声
を
か
け
て
マ
ス
コ
ッ
ト

や
チ
ラ
シ
を
手
渡
し
ま
し
た
。
ふ
く
ろ
う
の
マ
ス
コ
ッ
ト

は
不
要
な
生
地
を
再
利
用
し
て
内
談
町
婦
人
団
体
連
絡
協

議
会
の
方
々
が
手
作
り
で
作
っ
た
も
の
で
す
。
ド
ラ
イ
バ

ー
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
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ン
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交
通
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ペ
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交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

5
月
15
日（
木
）、
太
陽
自
動
車
学
校
に
お
い
て
高

齢
者
交
通
安
全
競
技
会
が
開
催
さ
れ
、
み
ご
と
内
談

町
代
表
が
優
勝
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
各
町
の
65
歳
以
上
の
代
表
の
方
が
参
加

し
、
運
転
技
能
や
速
度
感
覚
な
ど
を
競
い
ま
し
た
。

内
談
町
か
ら
は
、
塚
本
勝
郎
さ
ん（
緑
台
1
）、
高

畠
尚
之
さ
ん（
旭
ヶ
丘
）、
川
端
邦
男
さ
ん（
鶴
ヶ
丘

3
）、
横
田
法
男
さ
ん（
向
粟
崎
5
）、
島
田
淳
一
さ

ん（
鶴
ヶ
丘
3
）、
岩
崎
征
士
さ
ん（
鶴
ヶ
丘
4
）が
参

加
し
、
個
人
賞
で
も
優
勝
･
3
位
･
5
位
な
ど
皆
さ

ん
好
成
績
を
お
さ
め
ら
れ
ま
し
た
。

〜
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
の
お
手
本
と
し
て
、
安
全

運
転
を
お
願
い
し
ま
す
〜
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役 場 代 表 286－1111

町 民 部
町 民 生 活 課 286－6701
環 境 対 策 室 286－6701
保健センター 286－6101
保 険 年 金 課 286－6702
介 護 保 険 室 286－6703

産業建設部
産 業 経 済 課 286－6708
建 設 課 286－6710
都 市 計 画 課 286－6712
北部開発対策室 286－6713

教育委員会
生 涯 学 習 課 286－6716
学 校 教 育 課 286－6717

総 務 部
総 務 課 286－6720
町史編さん室 286－6705
財 務 検 査 室 286－6720
人 事 秘 書 室 286－6721
企 画 調 整 課 286－6723
税 務 課 286－6706

企 業 局
水 道 課 286－1115
新エネルギー開発対策室 286－1115
下 水 道 課 286－6718

出 納 室 286－6707
議 会 事 務 局 286－6715
消 防 本 部 286－3301
図 書 館 286－1930
文 化 会 館 286－1123
働 く 婦 人 の 家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
蹟公共施設等管理公社 286－1800
社会福祉協議会 286－6953

お問い合わせは
こちらまで

日
以
降
と
す
る
。

3
融
資
期
間

5
年
以
内
と
す
る
。
但
し
、

融
資
額
が
50
万
円
以
下
の
場
合
は
、
3

年
以
内
と
す
る（
据
置
期
間
は
、
1
年
以

内
で
育
児
・
介
護
休
業
取
得
期
間
を
限
度

と
し
、
融
資
期
間
に
含
め
る
も
の
と
す

る
）。

4
資
金
使
途

育
児
・
介
護
休
業
取
得
期
間

中
に
要
す
る
生
活
資
金
と
す
る
。

5
融
資
利
率

年
一
・
〇
〇
%（
H
15
年
4

月
1
日
よ
り
）（
毎
年
3
月
･
9
月
の
長

期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
の
変
動
に
よ
り
、

改
定
す
る
も
の
と
す
る)

6
返
済
方
法

据
置
期
間
中
は
利
息
の
み

の
返
済
と
し
、
据
置
期
間
終
了
後
は
、

元
利
均
等
月
賦
償
還
、
ま
た
は
元
利
均

等
月
賦
・
半
年
賦
併
用
償
還
と
す
る
。

7
保
証
人
等

連
帯
保
証
人
は
、
1
名
以

上
付
す
る
も
の
と
す
る
。
保
証
機
関
の

保
証
料
は
、
取
扱
金
融
機
関
所
定
の
扱

い
と
す
る
。

取
扱
金
融
機
関
▼
北
陸
労
働
金
庫

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

産
業
建
設
部
産
業
経
済
課

北
陸
労
働
金
庫

金
沢
西
支
店

1
2
3
3
―

3
1
3
1

小
学
校
2
年
生
ま
で
医
療
費
の

助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

平
成
15
年
4
月
1
日
か
ら
児
童
の
医
療
費
助

成
の
対
象
が
、
小
学
校
2
年
生（
8
歳
到
達
後

最
初
の
3
月
31
日
）ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

※
助
成
額
は
、
健
康
保
険
法
に
規
定
す
る
療
養

の
た
め
の
費
用（
以
下
医
療
費
）と
し
、
0
歳

児
は
各
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
全

額
、
1
歳
以
上
の
児
童
に
つ
い
て
は
各
月

の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
か
ら
千
円
を
差

し
引
い
た
額
を
助
成
い
た
し
ま
す
。

※
現
在『

医
療
証
』が
お
手
元
に
あ
る
方
は
、

医
療
費
助
成
申
請
時
に
新
医
療
証
と
交
換

い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
現
在
の
医
療
証

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
新
2
年
生
の
児
童
の
保
護
者
に
対
し
て
は
、

既
に
医
療
証
を
お
送
り
し
て
あ
り
ま
す
が
、

も
し
届
い
て
い
な
い
よ
う
で
し
た
ら
、
町

民
生
活
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
ご
み
不
法
投
棄
監
視
人
」募
集

雇
用
期
間
▼

平
成
15
年
7
月
1
日
〜
平
成
16
年
3
月
31
日

雇
用
条
件
等
▼

（1）
賃
金（
月
額
）金
7
0，
0
0
0
円

月
75
r
の
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
を
支
給

（2）
勤
務
時
間

1
日
3
時
間
程
度（
週
6
日

勤
務
）

（3）
休
日

火
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
、
年

末
年
始

雇
用
予
定
人
数
▼
1
名

募
集
資
格
▼
内
談
町
在
住
で
65
歳
位
ま
で
の

健
康
な
方
。
普
通
免
許
を
お
持
ち
で
、
パ
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
車
を
お
持
ち
の
方
。

作
業
内
容
▼
町
内
の
海
岸
一
帯
、
町
道
、
農
道
、

公
共
用
地
等
の
ご
み
不
法
投
棄
防
止
の
た
め
の

監
視
、
及
び
投
棄
ご
み
回
収
等
の
軽
作
業
。

応
募
期
限
▼
平
成
15
年
6
月
16
日
（月）

応
募
手
続
▼
役
場
1
階
、
町
民
生
活
課
で
交

付
す
る
申
込
書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
部
町
民
生
活
課

勤
労
者
育
児
休
業
･
介
護
休
業

資
金
融
資
制
度
が
あ
り
ま
す

育
児
・
介
護
休
業
利
用
者
に
休
業
期
間
中
に

必
要
と
す
る
生
活
資
金
を
融
資
す
る
こ
と
に

よ
り
、
安
心
し
て
育
児
ま
た
は
介
護
が
で
き

る
融
資
制
度
で
す
。

融
資
対
象
者
▼

次
の
要
件
を
全
て
備
え
た
者
と
す
る
。
但

し
、
生
計
を
一
に
す
る
親
族
の
み
を
使
用
す

る
事
業
に
携
わ
る
者
は
、
除
く
も
の
と
す
る
。

1
内
談
町
内
に
居
住
し
て
い
る
勤
労
者
。

2
育
児
・
介
護
休
業
制
度
を
導
入
し
て
い
る

事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
者
。

3
育
児
・
介
護
休
業
期
間
終
了
後
、
復
職
す

る
こ
と
が
確
実
な
者
。

4
内
談
町
税
を
完
納
し
て
い
る
者
。

5
育
児
・
介
護
休
業
に
係
わ
る
他
の
公
的
資

金
を
利
用
し
て
い
な
い
者
。

6
償
還
能
力
を
有
す
る
連
帯
保
証
人
を
1

名
以
上
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
。

融
資
条
件
▼

1
融
資
限
度
額

100
万
円
以
内

2
融
資
日

育
児
・
介
護
休
業
取
得
日
開
始

乳
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物
価
下
落
に
伴
い
年
金
額
が

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

（
平
成
15
年
6
月
支
払
い
分
か
ら
）

●
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
で

は
、
年
金
額
の
実
質
的
な
価
値
を
維
持
す

る
目
的
で
、
前
年
の
全
国
消
費
者
物
価
指

数
の
上
昇
・
下
落
に
応
じ
て
、
そ
の
翌
年
度

の
年
金
額
を
自
動
的
に
改
定
す
る
完
全
自

動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
が
採
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
過
去
3
年
間
の
年
金
額
に
つ
い
て
は
、
前
年

の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
は
下
落
し
て
い

ま
し
た
が
、
社
会
経
済
情
勢
に
鑑
み
完
全

自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
を
凍
結
す
る
特
例
法

が
制
定
さ
れ
、
年
金
額
は
据
え
置
か
れ
て

き
ま
し
た
。

●
平
成
15
年
度
の
年
金
額
に
つ
い
て
は
、
過
去

3
年
間
と
異
な
り
、
保
険
料
を
負
担
す
る

現
役
世
代
の
賃
金
の
低
下
傾
向
が
明
ら
か

と
な
っ
た
た
め
、
現
役
世
代
と
の
均
衡
の

観
点
か
ら
、
年
金
額
を
引
き
下
げ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

●
完
全
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
が
そ
の
ま
ま
実

施
さ
れ
る
と
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
の
凍
結
に
よ

り
据
え
置
い
た
過
去
3
年
分
の
1.7
%
と
平
成

14
年
分
の
物
価
指
数
の
下
落
分
0.9
%
を
合
わ

せ
、
年
金
額
は
マ
イ
ナ
ス
2.6
%
の
改
定
と
な

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
年
金
で
生
活
を
営
む
高

齢
者
へ
の
影
響
に
も
配
慮
し
た
特
例
法
を
制

定
し
、
平
成
14
年
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数

の
下
落
分（
マ
イ
ナ
ス
0.9
%
）だ
け
の
改
定
を

行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

介護保険料が変わります介護保険料が変わります介護保険料が変わります介護保険料が変わります介護保険料が変わります介護保険料が変わります介護保険料が変わります介護保険料が変わります介護保険料が変わります介護保険料が変わります介護保険料が変わります介護保険料が変わります介護保険料が変わります介護保険料が変わります介護保険料が変わります介護保険料が変わります介護保険料が変わります

※保険料を滞納している方が介護サービスを利用する場合は、
原則として、
●1年以上の滞納がある場合には、一旦、サービス費用の全
額を支払っていただいたうえで、市町村の窓口で、費用の
9割の払い戻しを受けることになります。
●1年6か月以上の滞納がある場合には、滞納分の保険料の額
を給付金額から差し引くことがあります。
●65歳からの保険料を長期間滞納している場合には、その期
間に応じた一定期間、保険給付される額がサービス費用の
9割から7割に引き下げられるほか、高額介護サービス費の
支給も受けられなくなります。
保険料は必ず納めましょう。
◎介護保険に関するお問い合わせは 町民部介護保険室

保険料の納め方には、年金からの天引き（特別徴収）
と、納付書または口座振替による納付（普通徴収）があ
ります。

●年金からの天引き（特別徴収）
老齢・退職年金が年額18万円以上の方
2か月ごと（4月、6月、8月、10月、12月、2月）に
支払われる年金から、2か月分の保険料が天引きされ
ます。
なお、現在、年金から天引きされている方につい
ては、平成15年4月・6月・8月の年金支給時には、
平成15年2月に天引きされた金額と同額が仮徴収さ
れます。

※老齢福祉年金、障害年金、遺族年金からは天引きで
きませんので、その場合は口座振替または納付書で
納めていただくことになります。

●口座振替または納付書による金融機関への納付（普
通徴収）
老齢・退職年金が年額18万円未満の方

（年度の途中で65歳になられた方または転入された方
も普通徴収になります。）

保険料の納め方保険料の納め方

納め忘れに注意！
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例老
齢
基
礎
年
金（
20
歳
〜
60
歳
の
40
年
間
全
て

保
険
料
を
納
め
た
場
合
）

8
0
4，
2
0
0
円→

7
9
7，
0
0
0
円

障
害
基
礎
年
金

1
級
障
害

1，
0
0
5，
3
0
0
円→

9
9
6，
3
0
0
円

2
級
障
害

8
0
4，
2
0
0
円→

7
9
7，
0
0
0
円

遺
族
基
礎
年
金

(

子
が
1
人
い
る
妻
が
受
け
る
場
合)

1，
0
3
5，
6
0
0
円→

1，
0
2
6，
3
0
0
円

＊
子
は
18
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
間（
障

害
の
あ
る
子
は
20
歳
の
誕
生
日
ま
で
の
間
）

国
民
年
金
の
標
語
大
募
集

平
成
15
年
度
の
国
民
年
金
に
関
す
る
標
語
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

特
選
の
作
品
は
、
1
年
間
、
国
民
年
金
の
各

種
行
事
に
使
用
さ
れ
る
ほ
か
、
入
選
者
に
も
表

彰
状
と
記
念
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

応
募
方
法
▼
官
製
は
が
き
に
、
標
語
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

〒
9
2
0
―

8
6
2
6
金
沢
市
鳴
和
1
―

17
―

30

石
川
社
会
保
険
事
務
局「
国
民
年
金
標
語
」係
へ

平
成
15
年
7
月
31
日
（木）
ま
で
に（
当
日
消
印
有

効
）

保険料額（月額）

保険料額（年額）

1,800円

21,600円

2,700円

32,400円

3,600円

43,200円

4,500円

54,000円

5,400円

基準額×0.5 基準額×0.75 基準額 基準額×1.25 基準額×1.5

第1期 第2期 第3期 第4期 第5期

第1段階 第2段階 第3段階 第4段階

軽減される方 基準額を支払う方 割り増しの保険料を支払う方

住民税世帯非課税の方

軽 減

本人が住民税
非課税の方 本人が住民税を納めている方

割 増

第5段階

7月10日～
7月31日

9月1日～
9月30日

11月1日～
12月1日

1月1日～
2月2日

3月1日～
3月31日

64,800円

普通徴収の
納 期

（平成15年度）

世帯全員が
住民税非課税

生活保護の受給者、
老齢福祉年金受給者
（住民税世帯非課税）

本人が
住民税非課税

本人が住民税課税で
合 計 所 得 金 額 が
200万円未満

本人が住民税課税で
合 計 所 得 金 額 が
200万円以上

平成15年度から高齢者の平成15年度から高齢者の平成15年度から高齢者の平成15年度から高齢者の平成15年度から高齢者の平成15年度から高齢者の平成15年度から高齢者の平成15年度から高齢者の平成15年度から高齢者の平成15年度から高齢者の平成15年度から高齢者の平成15年度から高齢者の平成15年度から高齢者の平成15年度から高齢者の平成15年度から高齢者の平成15年度から高齢者の平成15年度から高齢者の
7月10日以降に納付書等を送付しますので、納め忘れのないようにお願いします。

介護保険では、65歳以上の高齢者の方の保険料は3年に1度改定されることになっており、平成15年度がその改定
の年にあたります。
内談町における65歳以上の方の保険料については、平成15年度から17年度までの3年間に提供される介護サービ
ス費用の見込みに基づき、保険給付に要する費用の18%を、本町にお住まいの65歳以上の方の人数で割った額を基
準額として決定します。

◎所得に応じた保険料の額

・高齢者個々の保険料は、年金の額に応じて決まるわけではなく、給料や事業による所得など、すべての収入をもと
に決められます。
・保険料の額については、無理なくご負担いただけるよう、所得に応じた保険料を負担していただくことになります。
世帯に住民税が課税されている方がいない場合は、基準となる保険料額から軽減されることになります。
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す
。届

出
の
な
い
場
合
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、

6
月
分
か
ら
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
ず
6
月
中
に
町
民
生
活
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い（
用
紙
は
受
給
者
宛
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
）。

ま
た
、
ま
だ
認
定
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
、

昨
年
所
得
制
限
等
で
手
当
停
止
に
な
っ
た
方
で

今
年
所
得
変
動
の
あ
っ
た
方
も
、
町
民
生
活
課

窓
口
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
部
町
民
生
活
課

65
歳
か
ら
医
療
費
助
成
が

受
け
ら
れ
ま
す

内
談
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
1
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼

昭
和
13
年
7
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

注：

65
歳
に
な
ら
れ
る
方
で
障
害
手
帳
1
級
・

2
級
・
3
級
及
び
療
育
Ａ
の
手
帳
を
お
持
ち

の
方
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
6
月
26
日
（木）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受

給
者
本
人
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
（
社
会
保

険
・
共
済
等
）に
加
入
の
方
も
申
請
で
き
ま
す
。

※
該
当
者
の
方
に
は
、
後
日
ハ
ガ
キ
で
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

今
現
在
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

場
所
▼
夕
陽
ヶ
丘
苑

時
間
▼
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時

時
間
が
合
わ
な
い
方
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
参
加
さ
れ
た
方
に
は
介
護
用
品
を
お
配
り
し

ま
す
。
先
着
20
名
で
す
。

参
加
希
望
の
方
は
前
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

交
通
手
段
の
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

夕
陽
ヶ
丘
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

1
2
8
6
―

9
9
1
2

新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
持

込
収
集（
日
曜
日
）を
行
い
ま
す

14
年
度
か
ら
始
め
た
缶
・
ビ
ン
類
の
持
ち
込

み
収
集
に
加
え
、
15
年
度
か
ら
新
た
に
新
聞
・

雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
持
ち
込
み
収
集（
日
曜

日
）を
行
い
ま
す
。
引
き
続
き
ご
み
の
減
量
化

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1

日
程

・
紙
類

6
月
22
日
（日）
、
8
月
24
日
（日）
、

10
月
12
日
（日）
、
12
月
21
日
（日）

2

時
間

午
前
9
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

（
雨
天
決
行
・
時
間
厳
守
）

3

持
込
場
所

田
中
畜
産
食
肉
（株）
内
談
工
場
前
駐
車
場
（
大

根
布
5
丁
目
73
、
（有）
中
山
器
材
産
業
横
）

4

収
集
品
目

（1）
・
紙
類
1
新
聞（
雑
誌
や
チ
ラ
シ
な
ど
は

混
ぜ
な
い
）
2
雑
誌
・
チ
ラ
シ（
包
装
紙
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
箱
等
含
む
）
3
ダ
ン
ボ
ー
ル

（
止
め
金
等
を
は
ず
す
）

※
ビ
ニ
ー
ル
、
ナ
イ
ロ
ン
等
は
必
ず
は
ず
し
て

く
だ
さ
い
。
で
き
る
だ
け
白
い
紙
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い（
ハ
サ
ミ
な
ど
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
）。

児
童
手
当
現
況
届
を

出
し
ま
し
ょ
う
！

6
月
は
、児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
月
で
す
。

こ
の
届
は
、
児
童
手
当
受
給
者
の
方
の
6
月

1
日
現
在
の
現
況
を
審
査
し
、
6
月
分
か
ら
の

児
童
手
当
の
支
給
を
決
定
す
る
大
切
な
も
の
で

夕
陽
ヶ
丘
苑
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー

痴
呆
予
防「
陽
だ
ま
り
教
室
」の
ご
案
内

6
月
か
ら
「
痴
呆
予

防
」
を
テ
ー
マ
に
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
自
分

や
家
族
に
と
っ
て
無
縁

と
は
い
え
な
い
痴
呆
の

こ
と
を
正
し
く
理
解
し
、

あ
な
た
の
暮
ら
し
方
を

点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

50
歳
以
上
の
方
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

介
護
教
室
の
ご
案
内

家
族
で
介
護
を
す
る
場
合
、
介
護
を
担
う
人

に
は
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
が
ち
で
、
自

己
流
の
介
護
が
思
わ
ぬ
苦
痛
を
も
た
ら
す
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
た
と
え
心
身
に
障
害
が

残
っ
て
も
、
残
さ
れ
た
機
能
を
生
か
し
、
で
き

る
限
り
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
大
切
で

す
。介
護
の
正
し
い
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、

在
宅
介
護
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

場 所

緑 台 公 民 館

向陽台公民館

アカシア公民館

痴呆を知ろう！！

6月10日（火）

9月12日（金）

11月12日（水）

レクリエーション

6月17日（火）

9月19日（金）

11月19日（水）

時 間

午後2時～3時

午前11時～12時

午前11時～12時

第1回

第2回

第3回

第4回

日 時

7月23日（水）

7月30日（水）

8月6日（水）

8月20日（水）

お世話の基本

楽にできる、着替えの仕方

食べやすい食事の工夫
負担の少ない移動の仕方

排泄の介助

講師による福祉用具のお話し
～福祉用具の実演を行います～
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な
暴
力
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
ゆ
が
ん
だ
大
人
の
社
会

を
是
正
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
子
ど

も
た
ち
が
自
ら
暴
力
か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
親
と
し
て
、
大
人
と
し
て
、
で
き
る
だ
け

の
こ
と
を
し
て
あ
げ
た
い
。「
事
前
の
サ
イ
ン
に
気

付
き
、
耳
を
傾
け
る
簡
単
な
ス
キ
ル（
技
能
）を
身
に

付
け
た
い
！
」と
い
う
お
母
さ
ん
に
は
、
き
っ
と
お

役
に
た
て
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

大
根
布
小
学
校
P
T
A

教
養
部

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
機
器
の

貸
出
し

豊
か
さ
を
め
ざ
し
た
生
涯
学
習
の
活
動
を
広

げ
る
場
で
、
視
聴
覚
機
器
を
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

貸
出
し
機
器
▼

・
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
・
ビ
デ
オ
レ
コ
ー
ダ
ー
・
8

ミ
リ
映
写
機
・
16
ミ
リ
映
写
機
・
O
H
P
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
ス
ラ

イ
ド
映
写
機
・
ス
ク
リ
ー
ン
・
ポ
ー
タ
ブ
ル

ワ
イ
ヤ
レ
ス

利
用
資
格
▼

・
学
校
、
公
民
館
、
ま
た
は
団
体
等
に
貸
出
し

し
ま
す
。

・
16
ミ
リ
映
写
機
を
操
作
す
る
人
は
、
石
川
県

16
ミ
リ
映
写
機
操
作
認
定
者
に
限
り
ま
す
。

利
用
方
法
▼

視
聴
覚
機
器
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
内
談
町

文
化
会
館
で
利
用
申
請
書
に
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
談
町
文
化
会
館
内
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
係

成
人
式
の
ご
案
内

平
成
16
年
の
成
人
式
を
、
次
の
と
お
り
挙
行

し
ま
す
。

日
時
▼
平
成
16
年
1
月
11
日
（日）
午
前
10
時
〜

場
所
▼
内
談
町
文
化
会
館

1
階

大
ホ
ー
ル

対
象
者
▼
昭
和
58
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
59
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

※
仕
事
、
学
業
等
で
、
町
外
に
住
民
票
の
あ
る

方
で
、
当
町
で
成
人
式
に
参
加
希
望
さ
れ

る
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
内
談
町
文
化
会
館

犬
の
散
歩
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま

し
ょ
う
！

1
飼
い
犬
の
フ
ン
の
始
末
は
飼
い
主
の
責

任
で
す
。

フ
ン
は
必
ず
回
収
し
ま
し
ょ
う
。

2
リ
ー
ド（
引
き
綱
）を
外
す
の
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

『
内
談
町
環
境
美
化
条
例
』よ
り

タ
バ
コ
か
ら
子
ど
も
達
を
守
ろ
う

講
演
会
開
催

最
近
、
初
め
て
タ
バ
コ
を
吸
う
き
っ
か
け
が
家
庭

内
に
あ
っ
た
と
か
、
小
学
生
で
も
う
す
で
に
ニ
コ
チ

ン
中
毒
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
子
ど
も
の
話
と
か

を
耳
に
し
ま
す
。
大
人
が
も
っ
と
注
意
を
す
れ
ば
少

し
で
も
防
げ
る
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
大
人

自
身
が
タ
バ
コ
の
害
を
正
し
く
知
る
こ
と
に
よ
り
、

タ
バ
コ
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
欲
し
い
と
の
願

い
か
ら
こ
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
▼
6
月
21
日
（土）

午
後
7
時
30
分
〜
9
時

会
場
▼
内
談
町
町
民
ホ
ー
ル（
役
場
内
）

テ
ー
マ
▼
タ
バ
コ
の
害
に
つ
い
て

講
師
▼
西

耕
一
先
生

石
川
県
立
中
央
病
院

呼
吸
器
内
科

対
象
▼
ど
な
た
で
も
。
特
に
お
子
様
を
お
持
ち

の
大
人
の
方

主
催
▼
内
談
町
P
T
A
連
合
会

母
親
委
員
会

参
加
費
▼
無
料

C
A
P
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

C
h
ild

（
子
ど
も
）A

s
s
a
u
lt

（
暴
力
）

P
revention

（
防
止
）

日
時
▼
7
月
4
日
（金）

19
時
30
分
〜
21
時

場
所
▼
大
根
布
小
学
校

講
師
▼
金
沢
C
A
P

い
じ
め
・
学
級
破
壊
・
き
れ
る
子
ど
も
た
ち
…
親

の
虐
待
に
よ
っ
て
傷
つ
き
、
命
を
う
ば
わ
れ
る
こ
ど

も
た
ち
…
。

今
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
に
は
、
様
々

第
27
回

町
民
夏
ま
つ
り

出
店
募
集

夏
ま
つ
り
で
の
出
店
を
募
集
し
ま
す
。
内
談

町
民
で
あ
れ
ば
、
団
体
・
個
人
に
か
か
わ
ら
ず

参
加
で
き
ま
す
。
な
お
、
出
店
に
関
す
る
費
用

（
テ
ン
ト
設
営
費
、
電
気
仮
設
工
事
費
、
ゴ
ミ

収
集
料
）と
し
て
、
1
テ
ン
ト
一
万
五
千
円
が

出
店
者
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
別
途
使
用
電
力
が
必
要
な
場
合
は
、
追
加
料

金
を
申
し
受
け
ま
す
。

申
し
込
み
受
付
期
間
▼

6
月
11
日
（水）
か
ら
6
月
20
日
（金）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

生
涯
学
習
課
内
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

花
火
広
告
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集
！！

町
商
工
会
青
年
部
で
は
、
夏
ま
つ
り
の
夜
空

を
彩
る『
花
火
の
祭
典
』を
今
年
も
次
の
通
り
企

画
し
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
花
火
広
告
ス

ポ
ン
サ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時
▼
7
月
26
日
（土）

午
後
8
時
〜（
予
定
）

場
所
▼
内
談
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
付
近

河
北
潟
堤
防
か
ら
打
ち
上
げ

締
切
日
▼
6
月
27
日
（金）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

町
商
工
会
青
年
部
1
2
8
6
―

4
2
0
0

FAX
2
8
6
―

4
2
9
0
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国
家
公
務
員
採
用
#
種（
税
務
）

試
験
の
概
要

金
沢
国
税
局
で
は
、
来
年
4
月
採
用
の
税
務

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格
▼
昭
和
58
年
4
月
2
日
〜
昭
和
61
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

試
験
の
程
度
▼
高
等
学
校
卒
業
程
度

受
験
申
込
受
付
期
間
▼

7
月
1
日
（火）
〜
7
月
8
日
（火）

（
7
月
8
日
消
印
有
効
）

申
込
用
紙
等
配
布
開
始
日

5
月
12
日
（月）

試
験
日
▼

第
一
次
試
験

9
月
7
日
（日）

第
二
次
試
験
10
月
16
日
（木）
〜
10
月
23
日
（木）

（
第
一
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
）

試
験
種
目
▼

第
一
次
試
験

教
養
試
験
、
適
性
試
験
、

作
文
試
験

第
二
次
試
験

人
物
試
験
、
身
体
検
査

第
一
次
試
験
合
格
者
発
表
日
▼
10
月
10
日
（金）

最
終
合
格
者
発
表
日
▼
11
月
13
日
（木）

申
込
書
等
請
求（
問
い
合
わ
せ
）先
、
提
出
先
▼

人
事
院
各
地
方
事
務
局
、
人
事
院
沖
縄
事
務
所

人
事
院
中
部
事
務
局
〒
4
6
0
―

0
0
0
1

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
2
―

5
―

1

1(

0
5
2)

9
6
1
―

6
8
3
8

尚
、
申
込
書
等
は
、
金
沢
国
税
局
又
は
、
最

寄
り
の
税
務
署
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

日
本
郵
政
公
社
職
員
募
集

受
付
期
間
▼
平
成
15
年
6
月
16
日
（月）
〜

同
年
6
月
30
日
（月）

受
験
資
格
▼

[

内
務
区
分]

昭
和
53
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

61
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

[

外
務
区
分]

昭
和
48
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

61
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

第
1
次
試
験
日
▼
平
成
15
年
9
月
14
日
（日）

勤
務
地
▼
北
陸
三
県（
富
山
・
石
川
・
福
井
）の

郵
便
局

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
請
求
先
▼

お
近
く
の
郵
便
局
窓
口
又
は
日
本
郵
政
公
社

北
陸
支
社
人
事
部
人
事
課

〒
9
2
0
―

8
7
9
7

金
沢
市
尾
張
町
1
丁
目
1
―

1

1
2
2
0
―

3
0
5
7

内
談
闘
争
50
周
年
記
念
事
業

記
念
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
▼
平
成
15
年
6
月
22
日
（日）

午
後
0
時
30
分
よ
り

場
所
▼
内
談
町
役
場
庁
舎
内

町
民
ホ
ー
ル

行
事
▼

◯
映
画「
基
地
の
子
ら
」

◯
記
念
講
演

「
内
談
・
歴
史
の
子
と
し
て
の
反
戦
」

澤
池

久
枝（
作
家
）

◯
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
内
談
闘
争
の
残
し
た
も
の
」宮
本
憲
一（
滋

賀
大
学
学
長
）ほ
か

「
砂
丘
に
生
き
る
町
」発
刊

町
史
編
さ
ん
室
よ
り
お
知
ら
せ

内
談
町
で
は
町
の
出
来
事
を
写
真
を
豊
富
に

使
っ
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
町
史「
砂
丘
に
生
き
る
町
」

を
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
本
は
、
図
書
館

や
公
民
館
な
ど
公
共
施
設
に
配
置
し
て
あ
り
ま

す
。是

非
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
購
入
を
ご
希
望
の
方
は
役
場
4
階
町

史
編
さ
ん
室
に
て
1
冊

町
民
の
方

2，
0
0
0
円

町
民
以
外
の
方

5，
0
0
0
円

で
お
分
け
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
町
史
編
さ
ん
室
で
は
、
昔
の
写
真
や

ス
ケ
ッ
チ
、
古
文
書
を
探
し
て
お
り
ま
す
。

昔
の
内
談
町
の
風
景
や
今
は
無
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
建
物（
学
校
等
）、
当
時
の
生
活
の
わ
か

る
写
真
等
お
持
ち
の
方
は
是
非
町
史
編
さ
ん
室

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
借
り
し
た
写
真
等

は
責
任
を
持
っ
て
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
町
史
編
さ
ん
室

暮
ら
し
の
情
報

主
催
▼

内
談
闘
争
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

後
援
▼
内
談
町

問
い
合
わ
せ
先
▼

内
談
闘
争
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

1
2
3
8
―

1
6
8
2（
佐
道
宅
）

浴
衣
の
着
付
け
と
帯
結
び

花
火
大
会
や
盆
踊
り
に
自
分
で
浴
衣
を
着
ま

せ
ん
か
？

日
時
▼
7
月
14
日
（月）
基
礎
編（
一
般
的
な
帯
結

び
中
心)

7
月
18
日
（金）
応
用
編（
変
わ
り
結
び
・
着
せ

る
着
付
け
等
）

両
日
と
も
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

講
師
▼
小
林
由
利
子

場
所
▼
働
く
婦
人
の
家

和
室

受
講
料
▼
1
回
5
0
0
円（
両
日
の
参
加
可
）

持
ち
物
▼
浴
衣
・
帯
・
浴
衣
用
下
着（
必
要
な

方
）・
前
板
・
腰
ひ
も
2
〜
3
本
・
タ
オ
ル

定
員
▼
各
20
名

締
切
日
▼
7
月
10
日
（木）
ま
で

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
働
く
婦
人
の
家
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生
ご
み
処
理
機
・
コ
ン
ポ
ス
ト
の

購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

申
請
に
必
要
な
も
の
▼

・
購
入
し
た
と
き
の
領
収
書
と
明
細
書
（
処
理

機
の
購
入
価
格
の
わ
か
る
も
の
）

・
印
鑑
、
銀
行
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
を
も

っ
て
町
民
生
活
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

町
民
部
町
民
生
活
課
環
境
対
策
室

種 類 助成の対象 助 成 額

電気式
生ごみ
処理機

コンポスト

バイオ方式または
乾燥方式のもの。
生ごみの容積を減
少させ、堆肥化さ
せるもの。

購入価格の３分
の1に相当する
金額。（ただし、
15,000円を限
度とします）

底部がなくふたの
あるもの。
容量が100リット
ル以上のもの。

3,000円（上限）

清掃区域／内談海岸全域

（但し、天候不順により中止の場合、
順延しません。）
※尚、実施有無につきましては、当日早朝
に防災行政無線でお知らせします。

◎各地区参加者の清掃範囲◎
●向粟崎・旭ヶ丘・緑台地区 …内談海水浴場から金沢市との境界まで
●アカシア・向陽台・千鳥台地区 ………内談海水浴場から北側
●鶴ケ丘1丁目～5丁目地区 ……………大根布海水浴場から南側
●大清台・大学・ハマナス地区 ………大根布海水浴場から北側
●大根布地区 ………………………………………放水路から南側
●宮坂地区・白帆台地区 ………………権現森海水浴場から北側
●西荒屋地区 ……………………………西荒屋海水浴場から北側
●室・湖西地区……室地区海岸連絡道路周辺から西荒屋海水浴場まで

◎各種団体参加者の清掃範囲◎
★各種団体におかれましては、団体行動にて下記の地域の清掃
をお願いします。

●商工会青年部・婦人部・勤労者協議会
………………室地区海岸連絡道路周辺から西荒屋海水浴場まで
●ライオンズクラブ ……………………権現森海水浴場から北側
●浜茶屋組合 …………………………………各々の海水浴場付近
●内談町子ども会連絡協議会 ………………各々の海水浴場付近
●石川県立児童生活指導センター ……大根布海水浴場から南側

権現森海水浴場 西荒屋海水浴場 

シロチドリ 
保護地区 

シロチドリ 
保護地区 

300m

100m

× × × × 

テトラ 
ポット 

有料道路 

宇
ノ
気
町
と
の
境
界 

シロチドリの生息地を清掃区域から
除きますのでご協力をお願いいたします。

○権現森海水浴場のテトラポットの切れたところから

北へ300mまでの範囲

○室地区海岸連絡道路の北100mから宇ノ気町との境

界までの範囲

問い合わせ先 産業建設部産業経済課

＊町民の憩いの場でもある内談
海岸をきれいにするため、町民
のみなさんのご協力を得て、
本年もさわやか海浜クリーン
作戦を実施します。ご家族そ
ろっての参加をお願いします。

目 的

＊可燃物は砂を落としてから袋
に入れて集め、また砂が詰ま
るなどして取り除けない場合
は不燃物として扱って立て札
のある場所に集めてください。

＊ゴミ袋は、各地区入口にて係
員がお渡しします。

清掃方法

午前7時開始

小雨決行

～美化清掃完了まで
（午前9時頃の予定）

7/13（日）
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ビ
ー
ズ
教
室
へ
の
お
誘
い

『
指
先
を
使
っ
て
頭
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
！
』

★
作
品
は
指
輪
を
予
定
し
て
い
ま
す
★

日
時
▼

夜
の
部

7
月
9
日
（水）
19
時
30
分
〜
21
時

昼
の
部

7
月
10
日
（木）
10
時
〜
11
時
30
分

講
師
▼
三
木

文
江

場
所
▼
働
く
婦
人
の
家

2
階
講
習
室

受
講
料
▼
1
回
5
0
0
円

別
途
材
料
費
と
し
て
7
0
0
円
〜
1，
0
0
0
円

持
ち
物
▼
は
さ
み
・
ビ
ー
ズ
用
ペ
ン
チ
を
お
持

ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

定
員
▼
各
10
名

締
切
日
▼
6
月
30
日
（月）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼
働
く
婦
人
の
家

古
い
電
話
帳
回
収
し
ま
す

N
T
T
で
は
、
地
球
環
境
・
地
球
資
源
保
護

の
立
場
か
ら
、
古
い
電
話
帳
の
回
収
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。

回
収
期
間
▼
7
月
11
日
（金）
〜
7
月
24
日
（木）

回
収
方
法
▼
配
達
員
が
新
し
い
電
話
帳
を
お
届

け
に
伺
い
ま
す
の
で
不
要
と
な
っ
た
電
話

帳
が
有
り
ま
し
た
ら
お
渡
し
下
さ
い
。
な

お
、
お
渡
し
で
き
な
か
っ
た
場
合
は「
タ
ウ

ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

1
0
1
2
0
―

5
0
6
3
0
9

は
つ
ら
つ
健
診

★
郵
送
さ
れ
た
個
人
票
を
持
っ
て
、
直
接
会
場

へ
お
い
で
く
だ
さ
い（
ご
家
族
の
分
が
一
緒
に

同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

自
己
負
担
金

胃
が
ん
9
0
0
円
、
子
宮
が
ん

7
0
0
円
、
肺
が
ん
喀
痰
検
査
4
0
0
円
、
大

腸
が
ん
3
0
0
円
、
骨
密
度
測
定
1，
0
0
0
円
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ（
乳
房
X-

P
）
1，
0
0
0
円

★
次
の
方
は
自
己
負
担
金
が
免
除
さ
れ
ま
す
の

で
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
公
民
館
長
が

決
ま
り
ま
し
た

任
期

15
年
4
月
1
日
〜
17
年
3
月
31
日

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
認
定
試
験
の
お
知
ら
せ

日
時
▼
平
成
15
年
10
月
16
日
（木）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
15
分

会
場
▼
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

金
沢
市
鞍
月
2
丁
目
1
番
地

申
込
受
付
期
間
▼

平
成
15
年
7
月
28
日
（月）
〜
8
月
8
日
（金）

実
施
機
関
▼
日
本
下
水
道
協
会
石
川
県
支
部

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

金
沢
市
企
業
局
経
営
企
画
部
企
業
総
務
課

1
2
2
0
―

2
3
7
4

◎
70
歳
以
上
の
方

◎
生
活
保
護
の
方

★
大
腸
が
ん
容
器
を
保
健
セ
ン
タ
ー
で
事
前
配

布
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
個
人
通
知
の
ち
ら
し

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
、
骨
密
度
測
定
は
各
日
30

人
ま
で
の
実
施
予
定
で
す
。
希
望
者
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す（
予
約
は
6
月
16
日
以
降
で

す
。
詳
細
は
個
人
通
知
の
ち
ら
し
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
）。

中
央

東

哲
男

向
粟
崎

杉
村

雄
二
郎

旭
ヶ
丘

本
白
水
秀
四
郎

ア
カ
シ
ア
田
畑

尚
男

緑
台

菊
池

亨

千
鳥
台

狩
山

裕

向
陽
台

輪
島

修

鶴
ヶ
丘
東
岸

利
夫

鶴
ヶ
丘
西
山
本

清
晴

鶴
ヶ
丘
北
中
村

政
二

大
根
布

紙
丸

正
則

大
清
台

八
幡

三
郎

大
学

紙
丸

寛

ハ
マ
ナ
ス
小
西

健
二

宮
坂

生
田

栄

西
荒
屋

野
口

守

室

亀
田

武
彦

公
民
館
名

館
長
氏
名

公
民
館
名

館
長
氏
名

6月24日（火）

6月25日（水）

6月26日（木）

6月27日（金）

6月30日（月）

7月1日（火）

7月2日（水）

7月3日（木）

7月4日（金）

7月7日（月）

7月8日（火）

7月9日（水）

7月10日（木）

保健センター

鶴ヶ丘西公民館

宮坂公民館

西荒屋公民館

保健センター

室公民館

向粟崎公民館

アカシア公民館

旭ヶ丘公民館

向陽台公民館

緑台公民館

千鳥台公民館

大根布公民館

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
－
－
－
◯
◯
◯
◯
－
－
◯
－
－

◯
◯
◯
◯
◯
－
－
◯
◯
◯
－
◯
－

7月 6日（日）

7月13日（日）

保健センター

保健センター

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

8：00～11：00
（胃がん検診は10：00まで）
基本健診・結核・肺がん検診

胃がん・大腸がん・前立腺がん検診
肝炎ウイルス検診

子宮がん検診
乳・甲状腺視触検診

マンモグラフィ
（乳房X-P）

8：30～11：00 女性検診
実施日

日曜健診

会場
骨密度測定

検査方法：前立腺特異抗原（PSA）値測定（血液検査）
対象：50歳以上の男性 自己負担金：500円

★前立腺がん検診を始めます。

只今実施中
（8月31日まで）
ご予約はお早めに！

★医療機関の都合で健診ができない日もありま
すので、希望される医療機関でご確認ください。

★対象者の方には、既に通知が届いています。詳細は、
同封の案内チラシを参照ください。
★なお、子宮がん検診は9月30日まで。
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知 っ 得 情 報

○登録できる品物 家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。
※写真を掲載したい方は、ご相談ください。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（5月23日まで受付分）

希望者 提供者交渉成立

環境対策室

紹介登

録
（
６
カ
月
間
）

登

録
（
６
カ
月
間
）

不用品リサイクルの登録情報は内談町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先 町民部環境対策室 1286－6701

譲
り
ま
す

新
着
情
報

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

●プリンター（EPSON CL700）
● 米びつ付レンジ台 ● ベビーベッド
● 書棚（木製）
● 子供用自転車（ピンク色）

●譲って下さい（希望品）
町立保育所スモッグ（M、L）、キックボード、アップライトピアノ、
ジュニアシート、自転車の空気入れ、卓球台、ストーブガード、
室内用1人乗ブランコ、CDラジカセ、折りたたみ式自転車、
DVDデッキ、テレビ、2段ベッド、扇風機、ジュニアシート、
2～3才女児の服、女児ベビー服80cm程度、柔道着、
男児ベビー服95cm以上、双児用ベビーカー、
ピアノの補助ペダル、エレキギターやベース、
大根布小学校女児制服140cm程度、清湖小女児制服（140～
150cm）、清湖小体そうズボン（140cm以上）、プラレール、
清湖小体そう服上下（140～150cm）、
鶴ヶ丘小学校の制服・スカート140又は150cm、
内談高校男子制服上下（165cm程度）、
スノーボードのブーツ（男性用28.0、女性用24.0cm）

●譲ります（提供品）
内談中学校男子制服上下（160-Ａ）

内ばきズック（青色26.5cm）

鏡台 籐製チェア 三菱レーヨン浄水機 学習机3台

子供用スキー板140cm・ストックとスキー靴23.0cm

エレクトーン

子供用自転車 木製すべり台

ウィンド型ルームエアコン 布製ブラインド

ルータ＆TA（NTT IPMATE 1300RD）

不用品リサイクル登録情報

6
月
の
は
ま
な
す
大
学

日

時
▼
6
月
20
日
（金）
午
後
1
時
30
分
〜

場

所
▼
文
化
会
館

3
階

視
聴
覚
室

演

題
▼
今
あ
る
危
機
、
明
日
来
る
危
機

講

師
▼
北
國
新
聞
社
論
説
委
員

米
田

満

氏

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、
交
通
安
全
、
税
金
、

年
金
、
消
費
生
活
、
役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼
内
談
町
働
く
婦
人
の
家

と

き
▼
6
月
20
日
（金）

午
後
１
時
〜
４
時

暮
ら
し
の
情
報

今
月
の
納
税
納
期
限
平
成
15
年
6
月
30
日
（月）

―
町
税
は
納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
―

○
町
民
税
・
県
民
税

第
１
期

○
国
民
健
康
保
険
税

第
3
期

町
税（
町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
軽
自
動
車
税
・

国
民
健
康
保
険
税
）の
納
税
は
便
利
で
簡
単
な
手
続
き
の
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。

〜
手
続
き
方
法
〜

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、
左

記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢
信
用
金
庫
・
興
能
信
用
金

庫
・
能
登
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
税
務
課
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会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ツベルクリン反応検査とBCG接種
6月17日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

6月19日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成15年2月生

●ツベルクリン（受付時間）13：00～14：00
●B CG接種（受付時間）13：15～14：00

｝
7月22日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

7月24日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成15年3月生｝

平日 9：00～12：00
（月～金）

健診などの事業により
利用できない日もあり
ます。ご了承ください。

・お部屋の中で食べたり飲んだり
しないでネ
・オムツやごみは持ち帰ってネ
・おもちゃや絵本はかたづけてネ

平日 9：00～12：00
13：00～17：00

土曜日
10：00～12：00

（月～金）

～～～～
～～～～～～～～～

１才6か月児健診
6月10日（火） 対象 13年11月生
7月15日（火） 対象 13年12月生

（受付時間）13：00～14：00

4か月児健診
6月17日（火） 対象 15年 2月生
7月22日（火） 対象 15年 3月生

（受付時間）13：00～14：00

3才児健診
6月 3日（火）対象 12年 2月生
7月 8日（火）対象 12年 3月生

（受付時間）13：00～14：00

マタニティクラス
6月 6日（金）

★妊娠による体の変化を知ろう
★母乳について
★助産師さんに聞いてみよう！！
お産の質問アラカルト

6月13日（金）
★楽なお産のためにストレッチ体操で
リラックス
★お母さんと赤ちゃんの歯の健康

6月20日（金）
★何が必要？ 赤ちゃん用品
★気をつけたいね！ バランスの良い食事

7月17日（木）
★赤ちゃんとふれあいタイム
★“先輩ママ”と“これからママ”の妊娠・
出産・育児の本音！

（時間） 受付・尿検査 13：00～13：30
教 室 13：30～15：30

すくすく赤ちゃん!!
6月26日（木）
（受付13：00～13：30）

内容 13：30～14：00

担当：鶴が丘乳児保育園保育士
（子育て支援センター）

※受付時間をすぎた時は、入室できない
場合があります。

0才児の親子あそびの教室

今月のテーマ『手作りおもちゃ』

6月19日（木）
10：30～11：30

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

絵本の読みきかせ
のほか、フリートー
クもあります。どな
たでもお気軽におい
でください。

『もりのなか』
マリー・ホール・エッツ ぶん
まさき るりこ やく

今月のテーマ『楽しい絵本の世界2』6月18日（水）

10：00～11：00
（受付 9：30～10：00）

パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

みんなで遊ぼう
『雨の日って大好き』

みんなで考えよう
『むし歯予防』

※受付時間をすぎた時は、
入室できない場合があります。

どなたでも
お 軽に
おいでください

どなたでも
お気軽に
おいでください

手作りおもちゃで、
赤ちゃんと一緒に
楽しく遊ぼう！！

ひよこっこサークル
6月11日（水）対象 5～6か月児　

（時間）受付・身体計測 13：00～13：30

教 室 13：30～15：00

（内容）こどもたちの栄養を考えよう。

～離乳食すすんでる？～

※5～6か月児以外の方でも、離乳食のすすめ方

などで聞きたいことがある方はお越しください。

コップ

持ってくるもの

タオル

歯ブラシ



次回のまいどさんは杉本さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！ 

このコーナーでは、毎回出場者に次回出場者をリレー方式で紹介してもらいます。 

杉本和英（向粟崎1）

今月は 荒木さん から紹介のあった、杉本和英さんに登場していただきます。

六年前に県外から内談町へ引っ越してきました。

わたしは、サーフィンが趣味なので海の近くに住んでみたいという理

由で内談町の住人となりました。実際すんでみると住人の人々がとても

やさしく、のどかで非常に住みやすい町なので昨年ついにマイホームを

新築し永住を決意しました。

実は、前回の出場者荒木さんは、我が家を設計してくれた設計士さん

でサーフィン仲間です。

我々サーファーは、自分たちの活動の場である海岸の環境をよくしよ

うと毎月ビーチクリーンをおこなっています。

これからの季節、一年で海が一番汚れる時期です。美しい砂丘の町の

住人としてみんなで少しずつ海岸をきれいにしていきましょう。

町へ一言：美しい海岸を未来の子供達に残してあげれるよう、みんなで考
え意見交換できる場を設けてください。

あらき すぎもとかずひで
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鳥
台
1

憲
靖
・
悦
子

大
根
布
8

誠
・
明
恵

大
根
布
7

壯
一
郎
・
裕
美
子

ア
カ
シ
ア
1

5月14日までの
届出分

善
意
の

善
意
の
花

石
田
て
る
子
さ
ん
よ
り
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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毎週

火・金

毎週

月・木

毎週

火・金

2003.6.5.（24）

新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

1.もえるごみ 4月1日から下記のとおり毎週月・

木曜日の地区と火・金曜日の地区に変わりました。

2.もえないごみと資源物

ごみ収集カレンダー

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎2・5丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴ヶ丘4丁目

鶴ヶ丘5丁目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

北部土地区画

西 荒 屋

室

湖 西

20
19：00～20：00

資源物もえない
ごみもえるごみ

20
18：30～19：30

20
19：00～20：00

20
19：30～20：30

19
19：00～20：00

19
20：00～21：00

19
19：00～20：00

20
6：30～7：30

27
6：30～7：30

26
19：00～20：00

26
19：00～20：00

22
8：00～8：30

27
8：00～9：00

27
19：00～20：00

27
18：30～19：30

27
19：00～20：00

27
19：00～20：00

27
19：00～20：00

27
18：00～19：00

27
11：00～12：00

18
19：00～20：00

資源物もえない
ごみもえるごみ

6月 7月

18
18：30～19：30

18
19：00～20：00

18
19：30～20：30

17
19：00～20：00

17
20：00～21：00

17
19：00～20：00

18
6：30～7：30

25
6：30～7：30

24
19：00～20：00

24
19：00～20：00

20
8：00～8：30

25
8：00～9：00

25
19：00～20：00

25
18：30～19：30

25
19：00～20：00

25
19：00～20：00

25
19：00～20：00

25
18：00～19：00

25
11：00～12：00

11

〃

〃

〃

13

〃

〃

6

13

6

〃

〃

〃

4

〃

〃

〃

〃

〃

〃

毎週

火・金

毎週

月・木

毎週

火・金

9

〃

〃

〃

11

〃

〃

4

11

4

〃

〃

〃

2

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1,725
457
424
809
1,241
740
1,621
993
689
1,604
529
432
366
437
98
540
246
87

13,038
△2

1,818
538
453
866
1,244
796
1,677
1,102
716
1,642
499
633
366
458
82
554
276
86

13,806
33

3,543
995
877
1,675
2,485
1,536
3,298
2,095
1,405
3,246
1,028
1,065
732
895
180
1,094
522
173

26,844
31

1,181
357
318
601
791
518
1,105
732
519
1,063
484
597
260
263
54
314
155
54

9,366
44

内談町字別人口世帯数 平成15年4月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ヶ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴ヶ丘1･2･3丁目
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
北部土地区画
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区 分
人 口

男 女 総 数
世帯数

広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報担当まで　1286－6720

6～7月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住 所 T E L
6/8
（日）

6/15
（日）

6/22
（日）

6/29
（日）

7/6
（日）

7/13
（日）

紺谷医院（内･小） 七塚町木津へ12-1 285-0020

さいとうクリニック（皮・形成）津幡町潟端371-1 288-4540

政岡医院（内･小） 内談町鶴ヶ丘4丁目1-265 286-1766

河北中央病院（内） 津幡町津幡ハ104 289-2117

茶谷医院（内･小） 内談町西荒屋53 286-8478

酒井医院（内･小･外） 津幡町加賀爪ホ30 289-2006

角田医院（内･小） 高松町高松ナ15-1 281-0012

上島クリニック（婦･産･内） 津幡町清水ア25 289-2233

浅野医院（内･小） 宇ノ気町宇野気リ135 283-0002

たなべ眼科医院 津幡町北中条8-57-1 289-6340

北谷クリニック（消･外･小･内）高松町高松ア1-1 281-8801

一林医院（内･小） 津幡町庄ウ3 289-2002

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞等でご確認ください。

祝日、振替休日も、もえるごみの収集をします。
スプレー缶（金属製）は穴をあけて町会のリサイクルに出してく
ださい。リサイクルにご協力をお願いします。

※

発 行 内談町総務部総務課（毎月５日発行）
〒920-0292 石川県河北郡内談町字大学1丁目2番地1
TEL（076）286－1111 FAX（076）286－0617
HP http://www.nsknet.or.jp/uchinada/

小学生対象の『ワンちゃんと楽しく遊ぼう』と
毎週火曜日・木曜日の『相談会』は、7・8月はお
休みです。次回の日程は8月号の広報でご確認
ください。 ボランティアグループ「WOOF」

犬ふれあい
広場より
お知らせ

向 粟 崎 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所

6月18日（水） 6月19日（木） 6月20日（金）

向 粟 崎 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所

7月16日（水） 7月17日（木） 7月18日（金）

問い合わせ先 町民部環境対策室 1286－6701

古タイヤを回収します
処分にお困りの古タイヤを下記の通り回収し、
資源の再利用を図ります。

6月29日（日）
午前9時30分～11時30分
（時間厳守・雨天決行）
内談総合グラウンド内
駐車場（右図参照）
各自持参してください。
バイク 150円／本 普通乗用車 250円／本
中型トラック・ジープ等600円／本
（ホイル付も同価格です）
つり銭のいらないようにお願いし
ます。事業所の持ち込みはできま
せん。
町民部環境対策室

1286－6701

日 時

持込場所

出 し 方
持込価格

注意事項

問い合わせ先

内談中学校

文

内談交番

県道松任・宇ノ気線 至宇ノ気至金沢

持込場所
内
談
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド

交


